
北九州第２期事業の進捗状況について 

 
 
 
１．平成２０年度の工事、試運転概要 
平成２０年９月末に受電を完了し、１０月末には建築検査も完了し建物が完成した。

プラント設備については１０月より機器調整運転を開始し、１２月末にはプラズマ設備

をのぞき、模擬物負荷試運転が完了した。平成２１年１月７日にトランス油を第１期施

設から第２期施設へ送液し、ＰＣＢ廃棄物負荷運転を開始した。 
プラズマ設備は、平成２０年１２月に溶融炉等の乾燥炊きを、平成２１年２月から模

擬物の溶融試験を開始し、現在ＰＣＢ廃棄物による溶融試験を開始したところ。 
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北九州PCB廃棄物処理施設（第２期）の処理の流れ
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※ＴＣＢとは、トリクロロベンゼンの略で、トランスは、ＰＣＢとＴＣＢが混ざった油が使用されている。
廃ＴＣＢは産業廃棄物として処理する。

油が漏洩して
いるものなど

※

 
 
 
 
 

資 料 ４



２．試運転の概要 
・期間 平成２０年１０月～平成２１年４月予定 
・試運転の構成と主なスケジュールと実施の結果 

 
（１）真空加熱分離設備、液処理設備 
①平成２０年１０月から機器調整試運転に続いて総合調整試験実施 
各機器が連動して機能することを確認 
②平成２０年１２月から模擬物負荷試験実施 
模擬ＰＣＢ液及び非ＰＣＢのコンデンサにより真空加熱分離装置の機能が発揮され

たことを確認 
③平成２１年１月からＰＣＢ廃棄物負荷運転・引渡性能試験実施 
ＰＣＢ廃棄物のコンデンサにより真空加熱分離設備の機能・性能が発揮されたこと

を確認及び廃スクラバ液、高濃度ＰＣＢ液が液処理設備で分解され、性能が発揮さ

れたことを確認 
 

（２）プラズマ溶融設備 
①平成２０年１０月から機器調整運転に続いて総合調整試験 
各機器が連動して機能することを確認 
②平成２０年１２月から溶融炉等の乾燥炊き後炉内点検 
約２００～４５０℃で乾燥炊き、炉内点検で問題がないことを確認 
③平成２１年１月８日溶融炉火入れに続いてＰＣＢ廃棄物の模擬物の溶融試験実施 
以下の模擬物の溶融試験を実施 
安定器、活性炭、汚泥、手袋、小型ﾄﾗﾝｽ、小型ｺﾝﾃﾞﾝｻ、感圧複写紙、ウエス、防

護服、分析排水、絶縁油、吸収缶、ブッシング、廃ﾌﾟﾗｺﾝ、凝縮水 計約 8.1 ﾄﾝ 
 ④現在、ＰＣＢ廃棄物による溶融試験を開始したところ 
 
（３）今後の予定 
試運転結果について北九州事業部会に報告し、意見をいただき、行政手続きを経て、

操業を開始する予定。 
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2期建屋概観 (南側) 2期建屋概観 (東側)

ＨＦＣ３０１　真空加熱炉

ＨＦＨ６１４　１系プラズマ溶融分解炉
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